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兵庫県関宮地区クロム鉄鉱鉱床調査報告

山　　田　　正　　春＊

Report　on伍e　Ckromite　Deposits　in　tke　Sekinolhiya　District，Hy6go　Prefecture

　　　by
Masaharu　Yamada

Abstract

　　　The6hromite　deposits　in　this　district　occur　in　the　ultra－basic　rock．　The　ultra－basic　rock　in

this　area　is　generally　serpentinize（1，　the　textural　chalracteristic　of　the　original　peridotite　often

remainseveninther・c駕inwhich・livinehasbeeng・mple単1yalteredt・serpentin巳＄mal1、dikes

of　porphyrite　cut　the　serpentine　mass．

　　　The　chromite　deposits　occur　in　the　northem　part　of　the　serpentine　mass，where　the　country

rdck　ls　usually’massive　serpentine　carrying　small　amounts　of　talc，brownish　clay　and　carbonate

mlnerals．　Ore　bodies　are　p1αty，lenticular，、veir卜1ike　or　irregular　in　form，and　are　generally　sma11，

　　These　ore　bodies　consist　of　compact　massive』ore（Cr20328～40％），coarse－grained　massive

ore（Cr20340％±）massive　ore　with　granules（Cr203F23～30％）』and　disseminated6re（Cr203

20～28％）．

　　　　　　　　　　要　　旨

　兵庫県養父郡関宮村周辺一帯に数多く胚胎するク官ム

鉄鉱床は，超塩基性岩中にあつて，本岩体の規模は東西

約15km，南北約5kmに及び，鉱床附近には班岩の

小岩脈が存在することがある。超塩基性岩は，お」むね‘

蛇紋岩化しているが，部分的には変質をまぬがれた撒騰

岩や蛇紋岩化の過程にあつて，鏡下に鞭石の残晶を認

めるものもある。蛇紋岩は，おXむね変質Q程度の進ん

だ杢のは外観緑色を呈し，蟷感を有するが，その他剥理

性に富むもの，茶福色粘土様を呈するも傷．滑石化して

粘土様をなすもの等があり，また部分的に炭酸塩化作用

を蒙つて方解石や少量の霞石からなる細脈が存在するこ

とがある。

　鉱床は全般に小規模なものが多く，岩体の北縁部に集

中する傾向がある。鉱床は板状・レンズ状・脈状・団塊

状または不規則な形をなすが，全般に延長に乏しく，一

部を除いてはお』むね露頭およびそのやX下部の鉱床主

体は採掘済みである。一部のや玉大きい鉱床の近傍には

多く班岩の小岩脈が存在L，鉱石品位も良好である・

　鉱石には，緻密質塊状鉱・粗粒質塊状鉱・集粒塊状鉱・

斑状鉱および一部に縞状鉱等がある。これらの鉱石には

＊鉱床部

－炭酸塩化作用を認めるもの，融食を認めるもの等があ

り，また鉱物め組織や組成に顕著な特徴があり，その成

因の考究について重要な示唆を与えている。

　品位は緻密質塊状鉱はCrlO328～40％程度で，とくに

粗粒質塊状鉱は品位が高く，Cr・0・40％を超えるものも

ある。その他は全般に低品位で集粒塊状鉱はCr20323

～30％程度，平均25％前後以下，斑状鉱はいずれも

℃r20320～28％程度，平均22～23％程度以下である。

　鉱床の規模および品位の見地から稼行価値のあるのは

緻密質および粗粒質の塊状鉱の鉱床であるが，そのうち

では品川関宮鉱山松谷1号鉱床・尾崎1号鉱床がやX期

待がもてる程度で，その他の鉱床は規模も小さく，かつ

ほとんど採掘済みのため，稼行価値に乏しい。その他の

鉱石は品位の点に難点があり，集粒塊状鉱の」部を除い

ては鉱石とLての価値に乏しいが，鉱床的にも小規模で

またほとんど採掘ずみのた菊探鉱価値には乏しい。

1，緒　　言

　兵庫県養父郡関宮村の周辺一帯には，ほ黛東西に伸長

して露出する蛇紋岩の大岩体があり，この岩体中には古

くから数多くのク＃ム鉄鉱床の賦存が知られている。

　これらのク官ム鉄鉱床σ調査研究についてはすでに

2，3の報告がある・が，筆者は昭和29年10月，本地域の
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ク官ム鉄鉱床の鉱床調査を行なつたので，その結果を取

り・まとめて報告する。

調査にあたり現地において種々便宜を供与された品川

白煉瓦株式会社関宮鉱山職員を始め，各位に深甚の謝意

を表する次第である。

2．位置および交通（第1図参照）

調査地域は兵庫県養父郡関宮村およびその周辺部を占

め，関宮村字関宮をほ愛中心として東西約15k鵜南北

約5kmにわたる区域である・

　関宮部落に至るには，山陰線八鹿駅より村岡行バスを

利用すれば約40分（この問約15km）で達する。この間

の道路は，旧山陰道にあたり道路状況は比較的良好であ

り，品川関宮鉱山等，稼行鉱山の鉱石は’トラヅクで八鹿

駅へ搬出されているQ

3．沿　　革

　本地域には数多くのクロム鉄鉱床が賦存しているが，

大正6年に品川関宮鉱山松谷鉱床が発見されたのが最初

で，その後，昭和5年頃には尾崎・足坂鉱山および品川

・関宮鉱山小路頃鉱床等が発見された。さらに昭和12～

16年には八木谷鉱床・下段鉱床等，地域内にみられるほ

とんど全部の鉱床が発見されて現在に至つている。し

かし地域内の各鉱山は，発見以来盛大に稼行されたこと

はなく，一部を除いておNむね露頭附近の採掘および小

規模な坑道採掘を行なつた程度で，各鉱山の既採掘量の’

総計も大きくない。

　このうち最も稼行されたのは品川関宮鉱山で，尾崎・

足坂鉱山がこれに次ぐが，調査当時の稼行鉱山は品川関

宮鉱山のみで，これもきわめて小規模なもoである。

覧

4．地 形（第1図参照）

本地域は中国脊梁山脈の東縁部にあたり，最高600～

800m程度を主峰とする山陵がほ黛東西に連なつて特徴

ある地形を示し，地域中来部の低所には八木川が東流し

ている0

　　　　　　　5．地　　質

　本地域にほ，関宮村字関宮を中心として，古生層を貫

き，第三紀層に被覆される超塩基性岩り大岩体がある。・

この岩体はほ黛東西に伸長し，その規模は東西約15km，

南北約5kmに及ぶが，西部では南北にかなり厚く，東

部では著しく厚さを減じて尖滅している。

　この岩体の地質時代については，夜久野塩基性岩類の

成因に関連して種庖ゐ研究があるヵ㍉近時夜久野塩基性

岩類の地質時代は，三畳紀末であるとする見解が有力で，

これにや玉遅れた構造運動に起因する構造帯に，本地域

の岩体を含む超塩基性岩の貫入があつたと推察されるに

至つている。・またこの岩体は，中国地方の広範囲に分布、

する白墓紀末とされている花歯岩類より古期で，したが
ノ

つてその地質時代は，三畳紀末より白璽紀に至る間であ

ろうと考えられる。さらにこの岩体を貫く玲岩・安山岩

　・・玄武岩・流紋岩等の分布が諸所にみられる。

　超塩基性岩は，お』むね蛇紋岩化しているが，部分的

には，なお変質をまぬがれた撒携岩が存在し，また蛇紋

岩化の過程にあつて外観黒色ないし緑黒色を呈し，鏡下

に鞭石等の残晶を認め，いわゆる黒蛇紋もかなり賦

存する。轍撹岩や黒蛇紋は，鏡下では撒騰石（苦土撒騰

石質）・頑火輝石・透輝石および蛇紋石からなり，少量

の磁鉄鉱・クロム鉄鉱を含有するが，蛇紋石は特徴的な

閃光構造を呈することが多く，その含有量は蛇紋岩化の

程度に比例して多くな例蛇紋石をほとんど含有しない
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比較的新鮮な桓騰岩もときに存在する。また上記の鉱物

の含有量は，場所によりかなりの変化があり，透輝石の

多い箇所などもある。

　蛇紋岩はほとんど完全に蛇紋岩化しているが，とくに

鉱床附近が顕著である傾向がある。しかしすのなかにも

まれに頑火輝石や撒騰石の残晶を認めることがある。変．

質の程度の進んだものは外観緑色を呈し，蟷感を有する

ものを主とするが，蛇紋岩化の過程にあるものは，黒色

ないし緑黒色を呈する傾向があり，また部分的に炭酸塩

化作用を蒙つて，方解石および少量の霰石がお玉むね細

脈をなして生成している。

　また、とぎに著しく粘土化し。たものもみられ，品川関宮

鉱山松谷1号坑において観察されるような，茶褐色粘土

様を呈するもの，および滑石化して粘土様を呈するもの・

などがある。

　超塩基性岩を貫く岩脈のうち，鉱床周辺にみられる

ものは，品川関宮鉱山松谷1号坑，足坂鉱山・尾崎鉱山

等に分布する疹岩の岩脈を主とし，ときに安山岩の岩脈

も分布する。玲岩は外観はおNむね変質して，ときに粘

土伏をなすことがあるが，鏡下には斑状構造を呈しち少

量の斜長石斑晶と，斜長石および少量の石英鉄苦土鉱物

を含む隠微晶質の石基からなる。斜長石は基性の斜長石

で，炭酸塩化作用を蒙つていることがあり，微弱な絹雲

母化作用・緑泥石化作用等も認められることがある。

　本蛇紋岩体中には，他地区に往菱認められる優白岩類

はみられない。また岩体中には斑礪岩質あるいは閃緑岩

質等の岩石は調査範囲内では全く認められない・

6，鉱　　床

　本地区の超塩基性岩体には，数多くのクロム鉄鉱床が

胚胎されているが，これらは全般に小規模なもので，一

部にやX大きい鉱床をみるにすぎない。これらの鉱床は

岩体のお、むね北縁部，とくに八木川の流域に多く胚胎

している傾向があり，南縁部には夏梅鉱山のニッケル鉱

床がある己

　鉱床は，板状・レシズ状・脈状・団塊状または不規則

な形をなし，全般に下部延長に乏しく，一部を除いては

ほとんど採掘済みである。やX大ぎい鉱床の附近には，
’
珊
岩

の岩脈が認められることが多く，岩脈附近の鉱床は

お」むね良質の塊状鉱を産する傾向がある。岩脈の貫入

捧鉱床になんらかの役割を果しているとは考えられない

が岩脈と蛇紋岩との接触部では足坂鉱山の例をとれ1ば，

蛇紋岩は紛岩側より蛇紋岩側へ緑黒色緻密質な変質帯・』

白色粘土および少量の赤鉄鉱・褐鉄鉱を伴なう変質帯，

滑石化した変質帯の順に，おのおの1一雛nの幅をもつ

て配列しているo

　鉱床と母岩の境界は，堺状鉱からなる鉱床の場合は木

体明瞭に境し，とくに集粒塊状鉱（肉眼的に蛇紋岩を挾雑

する塊状鉱）を除いては，一部粘土様母岩と接する場合

のほか，’構造的に明瞭な形態をなして母岩と平滑な接触

面で境している。なお集粒塊状鉱のうち大池鉱床等にみ

られるものは，塊状鉱の外側に母岩に接して胚胎してい

る。斑状鉱の鉱床は全般に母岩とは漸移関係または不規

則な凹凸関係をなす場合が多く，鉱床周辺に不規則に母

岩を捕獲する現象がみられる。Lかし，肉眼的に識別し

難いクPム鉄鉱粒を含有する斑状鉱（ク戸ム鉄鉱粒とそ

の粒間を埋める蛇絞岩の呈色が，ほとんど変わらないも

の）の鉱床では，ときに母岩と明瞭に境することがあ

るo

　鉱床を形成する鉱石にほ，塊状鉱・集粒塊状鉱・細粗

種々の斑状鉱および一部に縞状鉱があるが，これらの分

類については石川俊夫の報告がある。また各鉱石の組織

および組成については次の項で述べるが，品位は緻密質

塊状鉱はCr20328～40％程度で，とくにやN粗粒のもの

は40％を超えるものがある。その他は余般に低品位で，

集粒塊状鉱がCr、0323～30％程度，平均25％前後，斑

状鉱嫡いずれもCr20320｛く28％程度以下・平均22～23

％前後以下で，集粒塊状鉱の一部を除いては鉱石として

の価値に乏しい。

　鉱床の形態や規模等の細部にわたつては，鉱山各説の

項でおのおのについて述べる。

7。鉱石（第1，2表参照）

　本地区産の鉱石の分頬については，前述のように石川

俊夫の報告があるが，本項では塊状鉱を緻密質塊状鉱・

集粒塊状鉱・粗粒質塊状鉱に分類し，’斑状鉱は散点すや

クロム鉄鉱粒ゐ大小および組織に差異があり，これらが’が

げ
成
因

的にも問題があるが，そわについては後日に譲り，

一応一括する．こととした。

　本地区の鉱石の特徴は，随伴鉱物が他地区の鉱石に比

較しぎわめて少なく，吉井鉱床に灰格柘榴石を少量認め

るにすぎないこと，ある種の鉱石ではク官ム鉄鉱粒の周

辺が著しく融食されていること’およびク官ム鉄鉱粒の粒

間を埋める蛇紋石に炭醗塩化作用を認め，方解石および

少量の霰石が生成していることがあることなどで，これ

　らの現象が各鉱石に特徴的に観察される。

　融食については，斑状鉱にとくに多くみられるが，その

他集粒塊状鉱の一部にもみられ，．鉱粒の周辺は融食され

て墨流し状を呈するが，緻密質塊状鉱にはほとんどみら

れず，・一部鉱粒間に二次的な変質によると推定される汚

染をみるにすぎない。炭酸塩化作用はi斑状鉱にはほとん　、

　ど常に観察され，集粒塊状鉱では約半数に観察されるが，
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第1表鉱石の特徴

斑　状　鉱

」繍塩化1融食

軽釧なし
・顕著、

な　し

　　　　　　『〃，緻密質塊状鉱…

．粗粒質塊状鉱

集，粒塊状鉱

〃

〃

ノノ

あ　り

〃

〃』

〃

な　し

〃

あ　刀

な　し。

（汚染あり）

〃

な　し。

〃

　ノノ
（汚染少）

な　し。

．な　し
（汚染あり）

〃

あ　P

軽微
な　し

破砕構造

中程度

軽微

・顕著

〃

　ノノ
（一定方向）

顕．著

中程度

顕著

中程度

顕著
中程度

〃

〃

不闘部1褐（象）部

50 50

50 50

7・一8・12・一3・

大半砂、量

〃 〃

破砕面に沿
つて少量．

70～80

70～80

70～80

大半
〃

〃

〃

，大半

・20～30

〃

〃

少量
な　し

〃

20～30

その他

ほとんど
鉱粒のみ
からなる

〃

代表的産地

品川関宮松谷2号

〃 〃　尾崎1号

〃　松谷1号，2号，鹿倉

足坂，吉井

品川関宮松谷1号

〃

大池，吉ケ平，清1水

中瀬
小
． 谷

丸山，小谷『』

鹿倉ロダ下段

小路頃，関宮1尾崎2～4号

緻密質塊状鉱では例外的に中瀬鉱床の鉱石にみられるだ

けでほかには全くみられない。また緻密質塊状鉱は周辺

の母岩が顕著な炭酸塩化作用を蒙つて，ときに肉眼的な

方解石を認めるとぎでも，鉱石には炭酸塩化作用を認め

ない。’鉱石の破砕構造ぼすべての鉱石にみられるが，緻

密質および粗粒質塊状鉱が最も顕著で，集粒塊状鉱・斑

状鉱の順にや玉軽度となる傾向がある。斑状鉱のうちで

は，細粒質斑状鉱の方が，粗粒質斑状鉱より軽度で，と

ぎにはほとん『ど認められないこともある。なお緻密質塊

・状鉱の一部に，例外的に一定方向に裂擁様の破砕構造を

呈するものがある。

　またクロム鉄鉱粒は，．頭微鏡的には不透明部が周辺に

あつて，その内側に暗褐一褐一一淡褐一黄褐色の部分があ

り，その量は鉱石の種類によつてかなりの差異がある

が，本地区の鉱石では，斑状鉱では粗粒質のものはこれ

がほ璽同量で，細粒質のものは，や」不透明部が多く，融

食されて粋る鉱石では不透明部にスポヅト状ないし小針

状結晶のぬけ穴がある。塊状鉱では粗粒質の鉱石はほと

んど不透明部からなり，緻密費塊状鉱ではほとんど不透

明部からなるもめ，ほどんど褐色部からなり破砕面に沿

つて少量の不透明部が存在するもの，および両者が相半

ばして存在するもの等があるが，プ部の鉱石の不透明部

（とくに粗粒質塊状鉱に多い）には界ポヅト状ないし小針

状結晶のぬけ穴があり，ときに2～3割に達することが

ある。集粒塊状鉱では不透明部だけからなるものもある

八木谷

が，全般に2～3割の暗褐色部を伴ない，融食とは無関

係に不透明部にスポット状ないし小針状結晶のぬけ穴が1

存在する。’これらのぬけ穴は，各鉱石とも蛇紋石で埋め

られており，またそめ形態が尖鋭であることからも融食

によるものとは考え難い。

　以上に述べた種々の事実から考察すると，一部粗粒質

のものを除いて，斑状鉱の大半は岩漿性の生成にかXわ

るものと推察され，これにやXおくれて珪酸塩鉱物の晶

出による岩体の形成が行なわれた。したがつて，この初

生的な斑状鉱の破砕構造はお』むね軽微で，初生的な緩

慢な晶出当時の状況を残しているものもあり，後次的な

変質ないし成分異動も少なく，化学組成にも特徴があ

る・初生的な琿状鉱の晶出後・珪酸塩鉱物を晶出する、ま

での岩漿には，他地区産の初生的な斑状鉱には融食はあ

まりみられないが，－本地区では特徴的に融食がみられる

事実から，特殊な条件および環境が考察され，また炭酸

塩化作用も全般的に認められる。

集粒塊状鉱は，成因的に2種あるものと推定され，その一臼

1つの炭酸塩化作用を蒙つているものは，おそらく珪酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　セ塩鉱物の晶出に先立って生成した岩漿分化の産物で，残

漿による融食を認めるものもあり，特殊な条件と環境の

もとに，・斑状鉱を形成せずして集粒塊状鉱を生成したも

のか，または初生的な斑状鉱が後次的に集粒塊抹鉱をな

Lたものであろう。他の1つは粗粒質塊状鉱の生成に関

係あるものと推察され，産状は粗粒質塊状鉱の外位をな．
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第2表化学成分分析表

、舞一照．SiαIA刺
Nα1（品川関宮鉱山松
　　谷1号A（下）坑産）
Nα2（品川関宮鉱山松
　　谷2号産）
No，3F（足坂鉱山産）

3．77

7．53

0．72

29．23

25．22

27．00

卿1

12．27

13．02

12．95一

Mg・i

16．99

20．21

16．90

鉱・i19 圃
0．02

0、35

0．01

1．33

4．90

0．29

Cr203、 T・tall備考

35．61　9922i緻密質塊状鉱

28．49・99。721斑抹鉱

4・．4499・3・1驚鮒塊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析：化学課
輩1）一クPム鉄鉱中FeO，Fe203の分離定量はできないのでザすべての鉄をFeOとみて算出したものである。

2）　試料番号No．2はCO2化合物が多少ある。

し，・また炭酸塩化作用や融食を認めず，破砕構造等の組

織も粗粒質塊状鉱に類似している。

　緻密質』粗粒質塊状鉱（粗粒質斑状鉱の一部を含む）の

成因については，種々の問題があり，成因を論じた論文も

かなりあるが，破砕構造も顕著で，すくなくとも細粒質

斑状鉱を主とする初生的な斑状鉱等の岩漿分化性の鉱石

や，珪酸塩鉱物の晶出による，岩体の形成より後期の生成

にかNわるものであろうと考えられるが，この問題につ

いては鉱体の構造的な問題を主体と』して別の機会に述べ

ることとする。

　なお炭酸塩化作用は，初生的と推察される斑状鉱，お

よび一部の集粒塊状鉱には全般に存在するが，後次的と

、推察される緻密質・粗粒塊状鉱および一部の集粒塊状鉱・

粗粒斑状鉱にはほとんど存在しない事実が認められる。

　また前述したクロム鉄鉱粒の不透明部・褐色部等の

成分的な問題については，その組織とともに鉱物学的に

また利用面でも重要な問題であるが，現在のところ明ら

かなことは，化学成分からみて不透明部の多いほどFeO・

Cr203，FeO・Fe203成分が多く，褐色部からさらに黄色

に向かうほどMgO・Cr20，MgO・Al203成分が顕著で

はないが，それぞれ僅かに多くなることである。これは

近時塩基性耐火材研究者間で活発に行なわれている合成

実験の資料，すなわちク官ム鉄鉱にマグネシアクリンカ

ーを配合して製造するクロ・マグ（またはマグ・クロ）

煉瓦の焼成研究過程で1マグネシアクリンカーの量が多

くなるほどクロム鉄鉱のFeO・Cr203がMgO・Cr203

により多く置換され，不透明部が減少して褐色部を増

し，さらにより黄色に向かつて変化する事実ともよく一

致する。

　この問題については，さらに2，3の実験的な検討を終

えて後，成因的問題と関連して別の機会に述べることと

する。なお別表に本地区の代表的な3種の鉱石の化学成

分を記した。

8．鉱山各説（第1図参照）

8．1　品川関宮鉱山（第2，3図参照）

　8．1．1鉱業権関係

　　鉱区番号　兵庫県試登4，112号

　　所在地　兵庫県養父郡関宮村字出合

　　鉱種名　クロム鉄鉱他

　　鉱業権老　東京都中央区銀座西8－3－1

　　　　　　品川白煉瓦株式会社

　8．1、2沿革
　本鉱山は大正7年に松谷鉱床が発見されたのが最初

で，発見と同時に露頭部を1～2t採掘した。昭和2年

に至り中瀬の住人中尾新蔵により，松谷鉱床のほか鹿倉、

口・小谷の各鉱床が採掘され，昭和4年までに約1，000・

t程度採掘された。昭和5年から現権者の稼行するとこ

ろとなり一時はかなりの出鉱をみたようである。終戦後

休止のやむなきに至つたが，昭和25年再開され現在に至

つているが，この問200t程度の出鉱をみたにすぎない。

　現在は松谷鉱床が数名の従業員によつて，小規模に稼

行されている程度で，その他の各鉱床は採掘を休止して．

いる。松谷鉱床の発見以来の総出鉱量は，約2，000t程

・度セある。現在の鉱山設備は，松谷鉱床と山陰道道路の

間に索道があり，索道終点に簡単な水選設備が昂る。

　8．1．3　地質および鉱床

　鉱区内はほとんど蛇紋岩からなり，一部松谷鉱床附近

に玲岩の小岩脈がある。蛇紋岩は，外観緑黒色ないし緑．

色を呈し，一部に茶褐色粘土様蛇紋岩，およびや』滑石

化した箇所がある。班岩は松谷鉱床の坑内にのみみられ

るが，A坑（上）では変質著しく，粘土様をなす。A坑

（下）のものはやN変質度が低く，鏡下には斜長石は石

基，斑晶とも変質し，粘土化作用および微弱な炭酸塩化

作用を蒙つている。

　本鉱山の鉱床には，松谷鉱床（1号，2号）．・鹿倉口・小

谷・丸山・小路頃の各鉱床があり，いずれもかつて坑内

採掘が行なわれたが，その他露頭採掘のみに終わつた鹿

倉鉱床および出合の道路上の探鉱坑道等がある。これら

のうち最も稼行されたのは，松谷および小谷の鉱床で，

その他はおXむね露頭採掘および小規模な坑道採掘に終1

わつていて現在坑道崩壊して入坑不能のものが多い。
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第2図　品川関宮鉱山鉱床関係、図

　以下各鉱床について述べる。

　1）松谷鉱床1
　松谷鉱床には下部の1号坑，上部の2号坑の2つの主

鉱床があり，その他2，3の露頭および旧坑がある。

　松谷1号坑の鉱床は，お』むね腿色Lて表面茶褐色を

呈する蛇紋岩中に，．幾分の膨縮を有して胚胎するレンズ

状な～・し脈状の鉱床で，品位℃f、0吾35～40％の良質鉱

からなり，本地域内では最も良質の標式的な塊状鉱の産

，地である。鉱床附近には蛇紋岩をほ攣南北に貫く班岩の

岩脈があり，この岩脈は変質が著しく，A坑ではおxむ

『ね粘土様をなしている5

　・この鉱床は5坑道によつて探鉱・，採鉱が行なわれてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼るが，鉱床は走向EW～N70QE，傾斜50～700Nを示し，

膨縮しつつ落しの方向（45～500W）にあたかもレンズ状

鉱体が珠数つなぎのような形態をなして胚胎1してい為。

規模は，露頭では走向延長約5m，厚さ最大約1卑であ

る。落しの方向に30～40m連続し，この延長部を下位

の坑道で採掘しているが，この部分の厚さは最大2m

程度で，膨縮はかなり著しい。、

　露頭およびそのやX下部を，1号坑道で鑓押し採掘を

行ない，その下部には3mの高距をおいて2号坑道が

あつて鑓押し採掘を行なつている。さらにこの下部に

は，A坑（上下各坑），B坑の沓坑道によつて探鉱を行な

つているが，このうち着鉱しているのは奈坑の・みで，B

坑ば母岩中を掘進レている。A坑（上）では引立に走向ほ

繧EW，傾斜55QNを示す厚さ約1mの鑓先が，さら

にA坑（下）では，引立にN600W，傾斜600SWで幅1

～L5mの鑓先が観察される。この附近の母岩は，お苓

むね茶褐色粘土様および一部外観暗緑ないし黒色の粘土

様の蛇紋岩そ，松谷1号鉱床の観察される最下部であ

　十

　　　　　　　一　　　　　　　》
　　　　　　　V
　　　　　　　ソ　　　　　　　ソ　　　　　　　V　V　v－7互

A　　　　　　　　　　　　　v一
匹　　　A　　8・iv
五　　　　坑　　　7085
　　　1E　　rv幽
　　　　　　そ一θ0
　　　651　b
　　　　　　　　坑　　　　　写
　　　　　　　　　　坑

昆
。
　

ゆ　ガ

　栗西断面図

　　　　無／・

考

　　．睡盤顧闘懸塊状鰍岩、目制榊者

　　醗覇甑　　離変購岩回紛岩

　　　　　第3図松谷1号鉱床図
る。要するにこの鉱床は，A坑以外ではおxむね塊状の

蛇紋岩中に胚胎するが，A坑では茶褐色粘土様蛇紋岩中

に胚胎する特徴がある。

　鉱石は顕微鏡下に部分的に軽度の破砕構造を示し，小

片に破砕された20～30％の黒褐色部がこれをとりまく

不透明部からなる。不透明部のとくに周辺は，スポヅト

状のぬけ穴が少量あり，や』汚染されて褐色ないし黄褐

色を呈する。この汚染は，鉱粒と鉱粒の接する箇所に多
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く，蛇紋石が埋める箇所には認められない。　　　　　　　　もほとんど採掘済みで，脈状の鉱体のみが延長部に残鉱

　破砕構造の発達は，お二むね一定方向に沿う傾向があ　　　があり，一応探鉱の価値があると考えられるのみであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤり，この割れ目は蛇紋石で満たされている。　　　　　　　　る。下部坑にみられる鉱体は，この脈状鉱体の†部延長

　鉱石中には蛇紋石をほとんど挾在せず，部分的に少量　　部および最坑奥の鉱体の下部延長部で，後者はやX小さ

伴なう程度で，とぎに鉱粒中に捕獲されたような形態を　　　く，引立附近で走向延長約7m程度である。

なして産することがある。この種の鉱石は中国地方に産　　　　松谷2号坑の鉱床は，全般に品位の低い斑状鉱を主と

する塊状鉱に普通で，融食や汚染は全く認められない。　　　するもので，一部を除いては主要部分はほとんど採掘済

　以上のような性質は，緻密質塊状鉱に普通なもので，　　みである。今後探鉱する余地は品位のうえからみても少

このうちにみられる汚染は斑状鉱にみられる標式的な融・　ないものと考えられる。

食とはや玉異なるが，これが果して残漿による融食であ　　　なお以上のほか松谷地区には，水選場の上部の露頭お

るか，あるいは鉱床生成後の二次的な鉱粒周辺部の変質　　　よび松谷1号坑の下部，出合の道路脇の旧坑等がある。

による一種の汚染であるのかは，はなはだ疑問であるが　　前者は走向（N200E）方向に．約30cm，厚さ数cmの塊状．

顕微鏡的に観察される範囲では，後者である可能性の方　　　鉱の露頭であり，一応露頭附近の探鉱が望ましい。後者

が多いようであるo　　　　　　　　　　　　　　　は道路脇よりN70。W方向に掘進された2～3の旧坑で

　松谷2号坑の鉱床は，松谷1号坑の上部のかなり高所　　いずれも15m程度掘進しているが，堅硬な塊状蛇紋岩

に位置し，5つの坑道によつて探鉱，採鉱が行なわれた　　がみられるだけで着鉱していない。これらの旧坑は，お

が，現在はほとんど崩壊して入坑不能で，2つの坑道が　　そらく松谷1号坑の鉱床の下部延長部を探鉱したものと

観察できるにすぎない。この2坑道のうち，かなり採掘　　思われる。　　　　　　　　　　　　　　　．

が行なわれたのは上部坑で，下部坑では一部に上部坑の　　　　鉱石は顕微鏡的には，塊状鉱は確砕構造が顕著で，、中

鉱床の下部延長部がみられる程度である。これらの鉱床　　心部の暗褐色部は周辺の不透明部よりやx少なく，鉱粒

はいずれも低品位の斑状鉱を主とし，ときに一部に緻密‘　の周辺は幾分汚染されていて，炭酸塩化作用はほとんど

質塊状鉱が存在する程度で，品位は塊状鉱部はCr，03　　認められない。斑状鉱は破砕構造の明瞭なものと，微弱

28～35％程度，斑状鉱部はCr，0、20～28％程度である　　なものの2種があり，前者には融食は認められないが，

が，塊状鉱はかなり少なく，各鉱床全体の平均品位は　　　後者は顕著に融食されており，鉱粒の周琿部にはスポヅ、

Cr，0320％前後であろう。　　　　　　　　　　　　　ト状または小針状結晶のぬけ穴が多い。これらはいずれ

　上部坑には，一部に塊状鉱を伴なう程度で，主としで　　　もほ窒同量の中心部をなす暗褐色部・周辺を構成する不㌧

斑状鉱からなる4～5個の鉱床があり，いずれも母岩と　　透明部からなり・』鉱粒中に蛇紋石を包有することがあ

はお』むね明らかな境界をなしている。一これらの鉱床に　　　る。炭酸塩化作用はいずれも微弱であるが，鉱床周辺の

ついて，坑口側より述べればまず走向N15～500Eに湾　　母岩にも微弱な炭酸塩化作用が認南られる。

曲して，北に26～60。程度傾斜する鉱体がある。この形　　　この鉱床は第2次世界大戦前にほとんど採掘しつくさ

態は，傾斜方向にその傾斜が緩急を裸り渾して摺曲する。　　れて，現在の残鉱はすくなく，また鉱床としても品位の

すなわち，7m程度600傾斜をなし，港らに約200の傾　　　上から一部の塊状鉱を除いては価値に乏しい。

斜で約7m連続し，ふた』びまた600の傾斜をなして　　　2）小谷鉱床
下部に突込む摺曲をなすもので，斑状鉱を主とする。規　　　　本鉱床は，高踵約13mをおいた2つの坑道によつて

模は走向方向に約10m，傾斜方向に10～15m，厚さ3　　稼行されたもので，開発頭初から終戦までに約1，000t

～5m程度で，ほとんど採掘済みであり，傾斜方向への　　程度採掘して休止している。

延長部も，品位のうえから現在では探鉱価値に乏しい。　　　この鉱床には・一部に黒蛇紋を含むや』変質した蛇紋

次の鉱体は，NIO。E方向に延び，北に30。程度傾斜す　　　岩中に一，おのおのほ黛舟底型をなし・かつ細脈で連続す

る低品位斑状鉱の小鉱体で，厚さ約1皿走向延長，傾　　る3づの鉱体と，ほ黛脈状をなす鉱体とがある・前者の

斜延長とも3～5m程度である。さらに坑奥には，N20　　うちの2つは上部坑道中にあつて・東西約5鵜南北

～30。E方向に伸長して，3個の鉱体が連続線上に胚胎　　約10mゐ範囲にわたり，中心部は厚さ一2～3mでほ

する。これらは，40～500Wに傾斜する厚さ2－3mの　　とんど水平に近く，周辺ではいずれも60～700の傾斜で，

斑状鉱を主とし∫中心部に径10cm程度の塊状鉱を伴　　　襖形をなして尖滅する鉱体と，この鉱体と細脈で連続し

なう2つの鉱体と，50～80。Eに傾斜して，走向方向に　　て厚さ2～3mで北に50～700傾斜する不規則レンズ状

約5㎎』厚さ1～2fhのやN脈状の中心部に塊状鉱を含　　　ないし芋状鉱体からなる。他の一つは後者の鉱体の下部

有する斑状鉱の鉱体とがある。これらの鉱体は，y・ずれ　　延長にあたり，下部坑の坑奥附近にみられ走向N70。Wヲ
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40。程度北に傾斜するρ脈状鉱床は坑口から約30mの

箇所に胚胎する走向ほ璽EW，北に450傾斜する厚さ数

・cm以下の鉱床で，西部ではN300E方向に湾曲している・

　以上の鉱床は，いずれもほとんど採掘済みで，少量の

1残鉱を認めるにすぎない。

　鉱石は品位Cr、O、20～28％程度，’平均晶位23％以下

の集粒塊状鉱を主とする。顕徴鏡的にはお玉むね破砕構

造を認め，不透明部分のみからなるもの，および一部に

20～30％の暗褐色部が中心に存在するものなどがある。

融食はほとんど認められず，局部的に汚染を認めること

もあり，また方解石の細脈もときに存在する。

　この鉱床は品位の点に難点があり，残鉱および延長方

絢の探鉱価値も乏しいものと考えられる。

　3）鹿倉口鉱床

　本鉱床には露頭の下部延長部に向けて，おのおの高距

’約3mをおいて2本の坑道が開坑されているが，現在

・は崩壊しているので坑内の状況は観察でぎない。

　坑外に散在する鉱石は，集粒塊状鉱を主と．するが，挾

雑する蛇紋石は変質して球状に滑石化していることがあ

り，また葉片状構造を呈するものがある。鉱床附近の蛇

紋岩は，蟷感を有して緑色を呈し，とぎに肉眼的な網状

組織を認めるものがある。

　鉱石は顕微鏡的には顕著に融食されて，鉱粒の周辺は

墨流し状をなし，．ほとんど不透明部だけからなる。鉱粒’

』間および鉱粒の周辺部にばスポヅト状に蛇紋岩が埋め七

おり，炭酸塩化作用はお瓦むね顕著で，とぎに方解石が　‘

細脈状をなしで存在することがある。

　開坑以来の総出鉱量は，1，500’）2，000tと称せられ，

．坑内にはなおいくらかの残鉱があるとのことであるら，

　4）鹿倉露頭
　鹿倉口鉱床の北東方において，昭和16年に露頭を発

見した箇所がある。この露頭は昭和28年に探鉱された

が，蛇紋岩・中に約400kgの緻密質塊状鉱があつただけ’

で，附近も探鉱したがなにも見当らなかつたとのことで　・

、ある。

　この露頭の頂部は，表土中に及んでいたとのことで附

近に散在する鉱石では，やX良質な茶褐色を呈する緻

密質塊状鉱で，表面は風化変質して脆弱化している。顕

一微鏡的には，一鉱粒は不透明部分中に20～30％の褐色部

が粒状をなして点在し，全般に破砕構造を認める。部分

‘的に小片に破砕された箇所があるが，この場合に融食に

似る汚染部がある。

　露頭附近の蛇紋岩は，おXむね緑黒色を呈するが，一

都に滑石質および茶褐色粘土を含有する箇所もある。

　5）小路頃鉱床

　本鉱床も昭和16年頃発見されたもので，発見と同時

に探鉱および採鉱を行なつて少量の出鉱をみたとのこと

である。

　この鉱床は，東および西の2ヵ所において露頭が発見

され，東部には約2mの間隔をおいておのおの幅約3血

の2づの採掘跡があり，この西方約200mの地点の西

部のものは，幅約2mの採掘跡であるが，いずれも現

在は鉱床がみられず状況不明である。採掘跡附近には品

位Cr20315～18％程度の集粒塊状鉱がみられる。このP

鉱石は顕微鏡的には，ほとんど不透明部分からなり，顕

著な融食を受けている。鉱粒附近は融食されて，墨流し

状をなし全般にスポヅト状をなすぬけ穴がある。このぬ

け穴および鉱粒間は蛇紋石で埋めてあり，炭酸塩化作用

等は認められない。

　附近の蛇紋岩はや」風化変質し，緑黒色ないし緑色を

呈し，とぎに輝石の短柱状結晶が認められることがあ

り，また一部には滑石質の部分がある。

　6）丸山鉱床
　本鉱床は昭和4年頃に発見されたもので，関宮川を隔

てて松谷1号坑の西側にあたり，約10m掘進された坑

道がある。

　鉱床はほ攣N50。Wに伸長し，北東に600程度傾斜
する劣勢な鉱床であるが，現在みられる箇所でほ尖滅し

ており，少量の鉱石をみるにすぎない。

　鉱石は集粒塊状鉱であるが，鹿倉口・小路願等の鉱石

に比較して，含有されている蛇紋岩がや』緑色を呈する

傾向がある。顕微鏡的には破砕構造顕著で，部分的には

角礫状をなLている。褐色ないし暗褐色部は不透明部中

に20～30％程度存在し，融食された形跡は認められず，

周辺の小角礫集合部に，少量の汚染をみるにすぎない。

なお破砕構造が顕著であるほど，、褐ないし暗褐色部は少、

なく小角礫集合部云はほとんど存在レないこともある・・

』8．1．4結言，

　本鉱山は本地域の主要な鉱山で，開山以来の総出鉱量

は最も多く，鉱床の規模も松谷鉱床・小谷鉱床は地域中

では最も大ぎい。しかしながら松谷2号鉱床・小谷鉱床

は低品位の斑状鉱および集粒塊状鉱を主とし，戦時中の

特殊な経済状祝の下にのみ採掘できたもので，現在では

残鉱も少量で探鉱価値に乏しい。　　　吐

1松谷．2号鉱床は，良質な塊状鉱を主とする鉱床である

が，主要部分は採掘済みである。また鉱床の規模も必ず

しも大きいとはいえないが，一応落しの方向の探鉱は

必要であろう。その他の鉱床はおNむね小規模なもので

稼行価値に乏Lく，鹿倉口鉱床のようにかなり採掘され

た鉱床もあるが，品位に難点があり，新しく探鉱に着手

する価値は乏しいものと考えられる。

　8．2足坂鉱山（第4図参照、
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呂．2．1　鉱業権関係

　鉱区番号　兵庫県試登　6，004号

　所在地　兵庫県養父郡関宮村足坂

　鉱種名金・銀・銅・、ニヅケル・ク官ム鉄鉱

　鉱業権老　兵庫県美方郡熊次村葛畑1360麻谷完治

8．2．2沿：革

　本鉱山は昭和5年頃中瀬の住民村上某によつて発見さ

れたが，露頭探鉱程度で休止した。その後昭和12年に

は，丸三窯業K．K．の所有するところとなり，2～＄年

間にわたづて坑道掘進が行なわれ，この間200～300t程

度出鉱して休止した。さらに昭和28年7月から29年1

月にわたつて岡部鉱業所により探鉱作業が行なわれた

が，ほとんど出鉱をみないで休止し現在に至つている。

　8。2．3　地質および鉱床

　本鉱山は八木川の北側山腹に位置し，道路から約L5

km，標高540㎎，道路からの比高300mの急峻な山腹

に所在し，八木川を隔てて，目本精鉱KK中瀬鉱山

に相：対’している。

　鉱山附近の地質はほとんど蛇絞岩からなり，一部露頭

附近に紛岩の小岩脈が存在する。蛇絃岩は全般に塊状を一

なす緑黒色ないL暗緑色の蛇紋岩からなり，一部とくに

露頭附近には変質を受けて脆弱化し，とぎに葉片状ない

し粘土様を呈するものがある。紛岩は明瞭な斑状構造を

呈し，斑晶は斜長石およびときに少早の石英を伴なう。

石基は隠微晶質をなし，主として斜長石その他少量の石

英および鉄苦土鉱物を含有する。斜長石はいずれも基性

の斜長石で，おNむね炭酸塩化作用および粘土化作用を

蒙つてかなり変質しているo

　調査当時観察された鉱床の分布は，第4図に示す通り

であるQ

　3号坑ではNE－SW方向に貫く班岩の小岩脈の南側

に，走向N200E，傾斜500NWおよび走向ほ璽EW，

傾斜350Sの2つの薄い脈状の露頭があり，このや』

下部から坑道掘進を行なつているが，この坑道は崩壊L

ている。鉱石は外観茶縄色を呈する集粒塊状鉱を主と

し，ときに鉱粒がやX粗粒の塊状鉱も存在する。この鉱

石は，鏡下には明瞭な破砕構造を有し，全般に褐色ないし

黄禍色部がぎわめて多く，不透明部は破砕面に沿つて少

量存在する程度である。鉱粒中には蛇紋石の含有がきわ

めて少なく，また融食は全く認められない。粗粒塊状鉱

は中国地区一般の塊状鉱に酷似する。4号坑では走向

N60QE，傾斜450EWの脈状露頭があり，このや』下部

から坑道掘進が行なわれているが，坑道は崩壊して詳細

不明宅ある。4号坑および6、号坑には露頭はみられない

がいずれも坑道掘進が行なわれたようである。稼行当時

の話によ、れば，坑内には鉱床があつたとのことであるが，

詳細は明らかでない・これら諸坑の下部延長部を探鉱し

た立入れ坑道が2坑ある。2坑とも坑内では坑道の中間

附近を境として坑口側は全般に脆弱なや玉変質した蛇紋

岩からなり，坑奥側は全般にや」堅固な蛇紋岩からなる。

前老には裂罐に沿つて破砕されてや二片状を呈する部分

があり，後老は裂罐にはきわめて薄い粘土様，滑石様を

なすものおよび方解石等がある・2号坑には鉱床は全く

認められないが，1号坑では中間部附近の走向EWで　・

直立する裂罐にそ？て存在する片状蛇紋岩中に，この裂

蓮叡こ斜交して約10cmの幅に小団塊状をなす鉱石が点

在する。この鉱床はぎわめて劣勢なものであるが，走向

方向にも傾斜方向にも探鉱は行なわれないまま休止して

いる。鉱石は，鏡下ではほとんど不透明部からなり，少量

の褐色部を伴ない，融食は認められず，鉱粒中にはスポ

ヅト状のぬけ穴がある。鉱粒間を埋める蛇紋石には，炭
　り酸塩化作用等の変質作用は認められない。

　8．2．4　その他の鉱床

　その他足坂部落の西側山腹，および東側山腹の‘1ネズ

ミ谷”に探鉱を行なつた箇所がある。

　前者は，塊状の蛇紋岩中に胚胎する斑状鉱および集粒

塊状鉱の鉱床であるが，いずれも小規模である。この鉱

床は2つの坑道によつて探鉱，採鉱が行なわれたが，出鉱

量の総計は40～50t程度とのことである。後者は外観

灰緑ないし灰黒色を呈し，蝋感のない蛇紋岩中に露頭と

考えられる走向EW，傾斜600Sの裂罐があつて，このや

や下部とさらにこれより約10m下部の2カ所から坑道

掘進が行なわれているが，いずれも入坑不能のため詳細

は不明である。濠お坑口附近の廃石中には鉱石はみあた

らないが，稼行当時約10t出鉱したとのことである。

　なお足坂鉱山の南東部の宮谷にも，：N20。W方向に10
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～20m掘進された坑道がある。この鉱床は昭和12～13

年の発見によるもので，外観緑色の蝋感を有する蛇紋岩

中に径約1mの小団塊状の鉱床であつたとのことで，

品位Cr，0330％前後の集粒塊状鉱を40～50t程度産

出し，鑛筋は細くなりながら，かなり連続したとのこと

であるがi現在はなに』もみられない。

　8．2．5結言
　本鉱山の鉱床は，おXむね劣勢な脈状の鉱床で，鉱況

は良好でない。露頭部およびその下部の坑内の状況から

考察して，探鉱価値に乏Lい。

　そめ他周辺の鉱床もほとんど探鉱価値のないものと考

えられるd

　8。3　尾崎鉱山（第5図参照）

　8．3．1　鉱業権関係

　　鉱区番号　兵庫県試登　5，808号

　　所在地　兵庫県養父郡関宮村尾崎

　　鉱種名ク区ム鉄鉱他
　　鉱業権者　福岡県遠賀郡中間町昭和通2　岡部甚作

　8．3。2沿革
　本鉱山は昭和与年に関宮村関宮の住人高橋某によつて

露頭が発見され，発見と同時に稼存された。以後丸三窯

業KKにより終戦まで稼行されたが，終戦とともに休

山した。発見から終戦までの総出鉱量は4，000～・5，000t

といわれている。

　昭和2＄年6月より現権者によづて再開されたが，昭

和29年6月からふたNび休山して現在に至つている。

この間の出鉱量は約100t（平均品位Cr20331～32％〉

とのことである。

　8。3．3　地質および鉱床

　本鉱山は関宮村尾崎部落の北側∫道路より約500m

勲
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の地点に所在し，きわめて立地条件に恵まれている・

　本鉱山にはかつて稼行された1号，2号，3号，4号

の各鉱床および本鉱山の西端道路脇の露頭などがある。一

このうち鉱床が観察されるのは，1号鉱床だけで，他は

露天掘跡は採掘済みであり，坑道は崩壊して鉱床をみる

ことぴまできない。

　鉱山附近の地質はほとんど蛇紋岩からなり，ときに母『

岩を貫く紛岩を認めるにすぎない。1号鉱床本坑坑道中

の紛岩は，鏡下には斑状構造を示し，斑晶は基性の斜長

石，石基は隠微晶質で，基性の斜長石その他少量の石英

および鉄苦土鉱物からなり，斜長石はときに炭酸塩化作．

用および微弱な粘土化作用を蒙つている。なおこの班岩

の一部には鏡下に安山岩質のものも存在する。

　1号鉱床は露頭の採掘およびこの下部33mから掘進

された本坑坑道がある。露頭部は採掘済みで，かつ崩壊

して鉱床はみられない。本坑坑道は総延長約150mの

本坑地並の水平坑道およびこの上部約8mの中段坑約

70mで，このうち一部入坑不能部がある。鉱床は班岩と

蛇紋岩の接触部附近の蛇紋岩中に胚胎する，数個の小レ

ンズ状ないし小団塊状鉱床および母岩中に塊状鉱の小塊

が一定方向にある幅をもつて点在する鉱床である。前者

は1号鉱床の主体をなすもので，本坑地並を中段坑に断

続しているが，おそらく露頭からこの小規模の鉱床を含

有する鉱床帯が下部本坑地並まで断続していたものと推

定される。鉱床は厚さ1m，延長3m程度の小規模なも’

のが多く，一部に延長約3m，幅1～115m，下部延長

3～4mのものがある程度である。鉱体はおXむね塊状

鉱からなり，ときに斑状鉱も産する。品位はCr20330

％程度以上のものが多く，部分的にさらに品位の高いも㌦

のもある。後者は，本坑引立および玲岩との接触部附近

・のや＆鋼理性を有する蛇紋岩中に存在し，3～10cmの

鉱石脈，1～3cmの方解石脈が，滑石質，片状，または

破砕状の母岩中に一定方向に点在する。鉱石は顕微鏡的

には，、前者の塊状鉱は暗褐ないし．褐色部は80～90％程

度で，周辺を不透明部が囲饒しており，破砕構造は顕著で

ある。残漿による融傘は全く認められず，また鉱粒問は

蛇紋石で埋められ，炭酸塩化作用その他の変質も全く認

められない。斑状鉱も鏡下には鉱粒は塊状鉱と全く同じ

で，鉱粒が点在して，蛇紋石の含有量がはるかに多いだ

けである5後者はほとんど不透明部からなり，鉱粒の周

辺は融食されて墨流し状を呈し，破砕構造も微弱で，ス

ポヅト状のぬけ穴が存在する。また炭酸塩化作用は顕著

で，ときに方解石脈を認める。

　以上のように，この2種の鉱石はかなり顕著な相違が

ある。炭酸塩化作用は本坑坑道内の母岩では顕著で，方

解石脈が存在し，また部分的に肉眼的に方解石の結晶が

認められるが，塊状鉱を主とする鉱床の鉱石のみにほと

んど炭酸塩化作用を認めないとい5事実は，鉱床成因ρ

過程を究明するうえにきわめて意義が大ぎい。

　1号鉱床の西部に，2，3，4の各鉱床がある。2号鉱床

の露天掘り跡は，採掘済みで，鉱床はみられない。この

下部坑道の左押しには，かなり大ぎい鉱柱が残存し，こ

の附近の探鉱が必要とのことであるが，坑道崩壊して入

坑不能のため明らかでない0

　3号鉱床は露天掘りおよび坑道掘り行なつたが，露頭

は採掘済みであり，坑道は入坑不能のためなにもみられ

ない。

　4号鉱床は露頭および露頭の下部の坑道掘進が行なわ

れ，下部ほど鉱況が良好であつたとのことであるが，現

在はなにもみられず鉱床の状態は明らかでない。’、

　なお2～4号鉱床の附近に散在する鉱石は，おXむね

集粒塊状鉱で，全般に低品位であるが，鉱床附近の母岩

には水酸化鉄の汚染が多いようである。鉱石は顕微鏡的

には1号鉱床で述べた後者の鉱石に類似するが，融食は1

やX軽度であり，また炭酸塩化作用はほとんど認められ

ない。

　また本鉱山の西端，山道脇に露頭探鉱を行なつた箇所

がある。この附近は灰緑色の脆弱な蛇紋岩を主とし，こ

のなかに東西約5m，，南北1～1．5mの範囲で探鉱が行

なわれた。鉱石は2～4号鉱床より良好であつたとのこ

とであるが現在はみられず，その規模から推察して探鉱

価値も少ないものと考えられる。

　8．3．4結言
　本鉱山には5鉱床があるが，1号鉱床のほかは，ほと

んど採掘済みで，品位も低く価値に乏しい。

　1号鉱床には，良質の塊状鉱の鉱床があるが，規模が

小さく，本坑地並以上はほとんど採掘済みである。この

下部を探鉱するためにはさらに下部から坑道掘進を行な

わなければならないが，鉱床の規模からみて採算的に困

難が予想される。しかしこれらの小規模な鉱床が下部で

集合して，かなりり鉱床を形成している可能性もあるの、

で，稼行にあたつては，試錐による下部探鉱が望まし

い0

　8．4関宮鉱山
　8．4．1　鉱業権関係

　鉱区番号　’兵庫県試登　6，043号
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　所在地兵庫県養父郡関宮村関宮

　鉱種名　金・銀・銅・ニッケル・ク官ム鉄鉱

　鉱業権者’福岡県遠賀郡中間町昭和通2　岡部甚作

　8．4．2沿革
　本鉱山の旧鉱床は，昭和6～7年に発見され2～3年稼

行して休山し，現在に至つている。この間の出鉱量は明
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らかでないカ㍉　少量と推定される。新餌床は昭和23～

24年に発早されたが，発見と同時に倉口某にまつて露頭

採掘が2～3力項問行なわ．れ，以後現権者の所有すると

ころとなつて現在に至つている。

　8．4．3地質および鉱床

　本鉱山は関宮村関宮部落の北方に位置し，立地条件に

は恵まれている。

　本鉱山には旧鉱床およびこのほ父西方約一100m・の新

鉱床の2つがある。旧鉱床は外観緑黒色を呈L堅硬な蛇

紋岩中に，走向N100W，傾斜70～800Eを示して胚胎

する厚さ30cm以下の蹄状鉱床である。鉱床に沿つて，

－約20m掘避した鑓押L坑道があるが，調査当時は入坑

不能であつた。稼行当時の状況では鉱石は，集粒塊状鉱

および斑状鉱で坑口から約30m程度連続していたとの

．ことである・坑口附近に散在する鉱石の品位はCr203

20～45％で，顕微鏡的には尾崎鉱山の2～4号鉱床の鉱

石に類似する。

　新鉱床附近の蛇紋岩は， 外観灰色ないし灰緑色を呈す

るものおよび蟻感を有し，緑色を呈する蛇紋岩からなる

が，鉱床ばこのなかのN60。E，傾斜800NW，幅約80cm

の破砕帯中に胚胎し幅20cm，以下の3枚の鉱床からな

る。このうちでは鉱床と母岩との境界は鮮明でない。鉱

石は早掛けは品位は良好と思われやすいが，それは鉱粒

と含有する蛇紋岩の色が酷似するからで，品位はCr203

10～15％平均の集粒塊状鉱で一部低品位の斑状鉱を伴な

う。顕微鏡的には旧坑産のものより融食の程度がやX強

いという差異がある。

　8．4．4結言
　本鉱山の2鉱床のうち，旧鉱床は鉱床状況が観察でき

ないので明らかでないが，規模および品位からみて稼行

価値に乏しく，新規に探鉱坑道を掘進する価値はないも

のと考えられる。新鉱床も規模はきわめて小さく，下部

延長にも乏しく，品位もかなり低いので，探鉱価値は乏

しいものと考えられる5

　8．5八木谷鉱山
　8．5．1　鉱業権関係

　　鉱区番号　兵庫県試登　6，043号

　　所在地　兵庫県養父郡関宮村八木谷

　　鉱種名金・銀・銅・ニッケル・クロム鉄鉱

　　鉱業権者　福岡県遠賀郡中間町昭和通2　岡部甚作P

　　（註：関宮鉱山と同一鉱区）

　8．5．2沿革
　本鉱山は昭和15～16年頃露頭が発見されたのに始ま

り，昭和17年まで稼行され，この間約100tの出鉱が

あつた。その後休山して現在に至つている。

　8，5．3　地質および鉱床

　　本鉱山は関宮村関宮部落の北西方，村岡に通ずる道路

　の北東側山腹に位置し，立地条件にはきわめて恵まれて

　いる。

　　鉱山附近の地質はほ≧んど蛇紋岩からなるが，この蛇

　紋岩は外観緑色を呈し，表面はや～変質して腿色してい

　る角礫質の蛇紋岩で，、とぎに肉眼的な大きな破砕構造を

　’呈するものがある。鉱床に接する蛇紋岩は，とくに変質

　・の程度が顕著で，ぎわめて剥理性に富むものも存在する。

　　本鉱山には，露頭およびこの南西方約30～40mに位

　置する，坑内採掘跡にみられる鉱床との2つの鉱床が知

　られている。

　　露頭はN700Wに約2m伸長し，傾斜はほ壁垂直で

　約天m，厚さ最大約30cmの小レンズ状鉱体で，ほとん

　ど掘りっくされている。この露頭は集粒塊状鉱からな

　り，品位は平均Cr2Q320％前後，最も良質部で25％

　程度と推察される。顕微鏡的には破砕構造を認め，不透．

　明部中には20～30％の暗褐色部がある。鉱粒の周辺に

　はスポット状のぬけ穴があり，融食は認められなくて炭

　酸塩化作用も蒙つていない。

　　下部の坑道採掘跡には，走向N700E，傾斜ほ貸垂直ゐ

　細脈状鉱床があるカ㍉鉱石は大ぎい斑点をなす葬状鉱を

　主とし，品位Cr20，22ん23％程度と推定される。東側

　はN30。E，傾斜800SEの断層によつて切断されてい
　ーる。断層の東側では坑道探鉱が行なわれているがゴ鑓先

　を確認していない。

　　8．5．4結言

　　本鉱山の露頭は，小規模なレンズ状鉱床で採掘しつく

　され，各延長方向も尖滅している。

　　下部の細脈鉱床もぎわめて小規模で，また断層によつ

　て鑓先を切断されている。これらはいずれもぎわめて小

　規模であり，鉱床としての価値に乏しく，新規に探鉱す

　る必要を認めない。

、　8．6’吉井鉱山
　　8．修．1　鉱業権関係

　　　　　不明。
　　8．6．2沿・革

　　本鉱山は昭和7～8年に中瀬の住人村上正治によつて

　発見された。発見と同時に主として転石採取を行なつ

　た。その後堀割りおよび坑道探鉱が行なわれた滅開坑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飾　・当時土地所有老との話合いがつかなかつたために高所よ

　り開坑されたので，劣勢な鑓筋を探鉱した程度で，開山

　以来の出鉱量もきわめて少量であつたようである。

　　8．6．3地質および鉱床

　　本鉱山には約5mの間隔をおいて2つの採掘跡があ

　る。この附近の蛇紋岩は，外観緑黒色を呈するもの，．お

　よび緑色を呈レやX蟻感を有するものなどがあり，とき

50一（990）



兵庫県関宮地区クロム鉄鉱鉱床調査報告　（山田正春）

に画500W方向に葉片状構造を呈するものもある。

鉱床は，西側のものは，NIOOE方向に約10mの堀

割りがあり，その北端に掘進延長約5mの坑道がある

が，その先は崩壊している。この鉱床は現在は全くみら

れないが，稼行当時は坑道延長15m程度で，この間ほ

ぼ垂直の劣勢な脈状鉱床の鍾押しを行なつたとのことで

ある。東部のものはN200W方向に探鉱された露天掘

り跡で，同方向に約5m，幅約2mの規模であるが，鉱

床躰現在は全く認められない。

　鉱床附近の獲石中に存在する鉱石には，緻密塊状鉱を

主とL，その他やx粗粒の塊状鉱・集粒塊状鉱および斑

状鉱があり，またまれに縞状鉱も存在する。緻密塊状鉱

には灰格柘榴石が認められ，品位Cr20330～35％で，本

地域の各鉱床中灰格柘榴石の認められる唯一の鉱床であ

る。粗粒塊状鉱の品位は，緻密塊状鉱より高いが，その

他の鉱石は，いずれも低品位である。鉱石中には鏡下に

規模のや玉大きい破砕構造が認められ，鉱粒は周辺の不．

透明部を主とし，内部に少量り黒褐色部がある。鉱粒間

を埋める蛇紋石には変質作用は全く認められず，鉱粒と

蛇紋石の境界附近には暗褐色の汚染が認められる。

　8．8．4結言
　本鉱床は，調査当時全く観察でぎなかつたが，稼行当

時の話によれば鉱石品位はかなり良好であるが，雲規模は

きわめて小さいと思われるので，下部延長部の探鉱を行

なうにしても新しく坑道掘進を行なう前に試錐によついζ，

下部の状況を確認することが先決である。

　、8．7大池鉱床

　8．7．1　鉱業権関係

　　　　不明
　8．7．2沿革
　本鉱床は，昭和5～6年に中瀬の住人浅井某によつて

』露頭が発見されたのに始まり，小規模の探鉱後丸三窯業

KKの所有するところとなつた。同社はその後2力年

・ほど稼行してこの間約200t出鉱し休山して現在に至つ

ている。

　8．7、3地質および鉱床

　本鉱床は関宮村関宮部落の南方直距約2km，標高約

550mの山腹に位置する。

　鉱床附近の蛇紋岩は，蛇紋岩化作用の程度が進んで全

般に蝋感のあるものを主とするが，とぎに表面だけに蟻

感があり，内部は緑黒色・暗緑色を呈して蝋感のないも

のがある。

　鉱床は上下2つの坑道によつて採掘されている。上

二部坑ではN790E方向に約10皿露天堀割りがあり，こ

　の延長に10～15mの坑道掘進が行なわれているが，調

査当時入坑不能であつた。露頭は厚さ2～5cm，厚い所

’

で50cm程度の細脈状鉱床で，この傾斜延長がかなり

連続していたので，露頭の下部から上部坑を開坑じて鐘，

押Lを行なつた。坑道内では鉱床は走向N700E，傾斜垂

直で厚さ2～5cm程度であつたが，坑口から1G～15m

で急に劣勢となり，さらに下部への傾斜延長を認めたの

で，坑道掘進を中止して高踵約6mの下部から下部坑

を開坑した。下部坑も入坑入能であつたが20～25m掘

進され，上部坑の傾斜延長を鑓押し探鉱を行なつたとい

う。、この坑道ではやΣ脈幅を増L膨縮は著Lいが，50cm

程度の部分がかなりあつたようで，引立では急に劣勢と

なり，『中止した。下部への傾斜延長は確認したが，さ

らに下部からの坑道掘進を行なわず，’休山したとのこと

である。

　坑口附近に存在する鉱石塊では，その中心部に塊状鉱

があり，その両側に集粒塊状鉱があつて，母岩となつて

いることが観察され，鉱床と母岩とは明瞭に境してい

る。中心部の塊状鉱は，やN鱗片状をなす粗粒質で，品「

位Cr20332’》40％と推定されるが，顕微鏡的には融食・

はほとんど認められず，ほとんど不透明部だけからなり

少量の褐色部が存在するにすぎないρ破砕構造は微弱で、

不透明部には20～40％スポヅ．ト状ないし小針状結晶の

ぬけ穴があり，すべて蛇紋石によつて埋められている・

この蛇紋石および鉱粒間を埋める蛇紋石はほとんど変質

作用を蒙つていない。

　8．7．4結言
　本鉱床はほ聖垂直の良質鉱を主と、する「脈状鉱床である

が，露顛，上部坑，下部坑の順に鑓幅を増す傾向があ

り，とくに下部坑ではさらに傾斜方向への延長が確認さ

れている。この鉱床の一般的傾向からみて，下部でばさ

らに鑓幅を増す可能性もあるので，下部坑の5～10m下

部からさらに鑓押しを行なうごとが必要である・

　8．8・清水鉱床

　8．8。1　鉱業権関係

　　　　不明
　8．8．2沿革
　本鉱床は昭和5～q年頃土地の住人によつて発見され

鞠
た のに始まり，その後上尾某によつで3年間にわたつて

稼行され約300tの出鉱をみた。その後休山して現在に

至つているが，2号坑・3号坑は着鉱せず，いずれも昭　’

和12，坦年頃開坑されたものである。

　8．8．3地質および鉱床

　本鉱床は大池鉱床のほ黛南方約400m，山陵の南側山

腹に位置する。

　鉱床附近の蛇紋岩は表面のみ蟻感を有し，内部は緑黒

色を呈するものを主とする。

　この鉱床は露頭採掘後下部から3つの坑道によつて探
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鉱された。露頭はN600E方向に長軸を有する小レンズ

．状鉱床で，・南東に450程度傾斜する。規模は長径約1m，

短径約50cm，傾斜方向に約1m程度で，走向方向に向

けて露頭のやx下部から50m程度掘進された坑道があ

るρとの坑道は入坑不能であるが鉱床はさわに2～3m

延畢していたようである。この下部には，傾斜延長を探

鉱した上部まり，1，2，3坑の3本の坑道があるが，1

坑はN800E方向に約3σm，2坑はN500E方向に約

20m，3坑はN800E方向に約10m，それぞれ掘進さ1

れたとのこどであるが，すべて入坑不能のため明らかで

ないQ，

　鉱石は外観は大池鉱床の鉱石と同じく，や玉粗粒の塊・

状鉱と，集粒塊状鉱とがある。粗粒塊状鉱は顕微鏡的に

は，大部分不透明部からなり，そのなかに褐色部が不規

則に小粒状をなして存在し，破砕構造は認められるが融，

食はほとんど認められず，周囲の蛇紋石には幾分の汚染

がある。蛇紋石はほとんど変質作用を蒙つていない。

　8．8．4結言i
　本鉱床の露頭部は掘り尽され，坑道はすべて入坑不

能のため，鉱床の状況は明らかでない。露頭の採掘跡お

よび鉱石から推察して，大池鉱床に類似のものであろう

と考えられ，品位は良好であるが，さしあたつての探鉱

についてははなはだ疑問である。

　8．9吉ケ平鉱床
　ε．9．1　鉱業権関係

　　　　不明
　8．9．2沿革
　本鉱床は昭和12～13年頃中瀬の住人によつて発見さ一

れ，露頭採掘および小規模な坑道掘進が行なわれたが，

この間の出鉱量は僅少であつた。その後昭和26年頃に
　　　へ
麻谷完治により，6カ月ほど坑道採掘が行なわれ，この

問30t程度の出鉢があつたが，以後休山して現在に至つ

ている0

　8．9．3地質および鉱床

　本鉱床は清水鉱床の南東方直距約1，500mの山腹莚

位置する。

　鉱床附近の蛇紋岩は蟷感を有する外観緑色凋いし緑黒

色のものを主とする。露頭採掘および坑内採掘が行なわ

れているが，露天掘り跡は、南北約10m，東西3～5m

の規模で，この中心附近から，EW方向およびN200E

方向へ向けて2本の坑道が開坑されている。前者は坑口

から約7mで，N200EおよびN700Wに分岐しておの

おゐ坑奥に向かつて下つている。後者の坑道は崩壊して

いる。現在は鉱床は全く認められずその形態および規模

は不明である。坑外に点在する鉱石は大池鉱床に類似

し，粗粒の塊状鉱を主・とし，その他集粒塊状鉱および斑

状鉱がある。

　8．9．4結言N
　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ　本鉱床は調査当時観察不能のため，その形態，規模は，

明らかでないが，．おそらく主要部は小規模のものと思わ

れ，かつ採掘済みであるので新規の探鉱については疑問

である。

　8．10中瀬鉱床

　8．10．1　鉱業権関係

　不明であるが鉱床は日本精鉱KK．中瀬鉱山のやΣ南『

部に位置するので，あるいは中瀬鉱山の鉱区内であるか

も知れない。

　8．10。2沿：革

　本鉱床は昭和5～6年頃中瀬鉱山によつて発見されたσ一

発見とともに露頭採掘および坑道掘進が行なわれたが約

1年で休山して現在に至つている。この間め出鉱量ば

100t以内とのことである。

　8．10．3地質および鉱床

　本鉱床は関宮村中瀬部落のほ黛南方直距約1，500m・

吉ケ平鉱床の北西方約700mに位置し，中瀬鉱山の南『

方約600mにあたる。

　鉱床附近の蛇紋岩は部分的には黒蛇紋も存在するが，

全般的には緑色を呈し蟷感あるや玉剥理性を有する蛇紋

岩を主とする。鉱床は露頭採掘および下部からの坑道に

よって探鉱および採掘が行なわれたが，現在はなにもみ，

られない。露頭はN300E，傾斜45～550NEで膨縮は少

森く，ほ璽脈状をなレて連続したようである。この下

部延長部へN1研E方向に約20m掘進された坑道があ

り，鑓押し採掘を行なつたとの話であるが，入坑不能み

ため明らかでない○

　坑外に残存する鉱石は，粗粒で品位Cr20330％前後’

の塊状鉱と，こあ周辺部に存在したと推定・される肉眼的

に母岩を挾雑する品位Cr20320～25％程度の集粒塊状

鉱がある。顕微鏡的には大池の粗粒塊状鉱に類似する

が，破砕構造はより顕著で，とくに鉱粒間を埋める蛇紋、

石に獄顕著な炭酸塩化作用が認められる。

　8．10．4結言
　本鉱山は調査当時露頭採掘跡および坑道とも観察する

ことはできず，鉱床の状況も明らかでない。今後の探鉱

価値についても判断は困難であるが，稼行当時の話によ

れば小規模な脈状鉱床と考えられるので品位は良好であ

るが，鉱床としての価値は疑問で，新規の探鉱にあたつて

は鉱床の中心部と推定される附近の下部の状況について

試錐探鉱を行なつて，その結果を考えるべきであろう・

　8．11八木鉱床

　8．11，1　鉱業権関係

　　　　不明
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　8．11．2沿F革

　本鉱床は第2次世界大戦の初期に発見され，主として　・

坑道から少量の出鉱を参た程度で，終戦とともに休山し

て現在に至つている。

　8．11．3　地質および鉱床

　本鉱床は，養父郡高柳村八木部落の南方約1km，標高

約200mに位置する。

　鉱床附近の蛇紋岩は，主として緑色，蝋感を有するも

のからなうが，部分的に滑石化または粘土化して粘土様

をなすものがある。また全般に蛇紋岩中には方解石の細

．脈が網状に存在することが多い。

　鉱床は露頭採掘跡にはみあたらないが，S20。W方向

に掘進された坑道がある。坑口から4mで崩壊してい

るので，内部の状況は観察でぎないb

　8．11．4結言
　本鉱床は調査当時全く観察することがでぎなかつたの

で，鉱床の規模，形態，鉱石等については不明であるが

おそらく小規模な鉱床の露頭諮よびそのやx下部を採掘

し尽琶て休止したものと推察される。したがつて鉱床と

しての価値には乏しいものであろう。，

　8．12隔小松原鉱床

　8．12．1　鉱業権関係

　　　　不明．
　8．12．2沿’革
　本鉱床は，昭和5～6年頃中瀬の住人によつて発見さ

れ，1カ月に約fO　tの露頭を掘り尽して休止し，現在

　に至つている。

　8．12．3地質および館床

　本鉱床は大池鉱床の西方約600m，標高約40σmの1

　山腹に位置する。

　鉱床附近の蛇紋岩は外観緑色を呈し，顕著な蝋感を有

　するものである。

　鉱床は約10tの露頭だけで，延長部の小規模な探鉱

　結果では，なにもみあたらなかつたとのことであるo鉱

　石は平均品位Cr、0324～25％，良質部で30％程度の塊

　状鉱を主とし，部分的には中粒～細粒の斑状鉱も存在し

　ナこようである0

　　8。12．4結言
　　本鉱床は小規模な露頭のみで，周辺の探鉱結果からも

　沓延長部へ連続する鉱床は全く存在せず，探鉱価値はな

　いQ
　　8．13下段鉱床
　　8．13．1　鉱業権関係

　　　　一不明・
　　8．13．2、沿革

　　本鉱床は昭和12～13年頃発見され，短期間探鉱およ

び採掘を行なつたようであるが，その後休山して現在に

至つている。

　8．13．3　地質および鉱床

　本鉱床は関宮村出合部落のほ黛東方約！km，標高約

500mの山腹に位置する。，

　鉱床は，2つの採掘場によつて稼行されたが，上部の

ものは，幅2～3m，．高低約8mの露天掘り跡力1あり，こ

の中心部からS200E方向に掘進された坑道があり，一と

の下部高踵約5mにも坑口がある。これらの坑道はす

，べて入坑不能であり，現在はなに，もみられない。

　坑外の鉱石は，品川関宮鉱山鹿倉口鉱床の鉱石に類似

するが，その他や玉粗粒の斑状鉱も存在したようであ

る。

　8。13．4結言

　本鉱山の鉱床は，2カ所の採掘場があるのみで現在は

いずれもみられず，その形態も規模も全く不明である。

た黛採掘跡から推察して小規模な鉱床であつたことは想

像に難くないし，また品位の点も必ずしも良好とはいえ

ないので，探鉱価値は乏しいものと考えられる。

　　　　　　　　　　　（昭和29年10月調査）
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